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風しん対策について（要望）
昨年から、首都圏を中心に風しんの流行が続いておりますが、近畿においても風しんの患者報告数が近年になく増加傾向にあり、今後も同様の傾向で推移すると憂慮されるところです。
昨年の流行時から、免疫を持たない妊婦が風しんに感染することによる先天性風しん症候群の発生が危惧されていましたが、平成２５年４月現在、全国で８例、近畿においては、４例発生しています。
従来、風しんは春から夏に向け流行する傾向があることから、今後、より一層流行が拡大する可能性があり、先天性風しん症候群のさらなる発生が危惧されています。
併せて、今回の流行は、過去に定期予防接種の機会のなかった世代を含む２０歳代から４０歳代の男性が中心となっており、これらの年齢層に対する対策も重要です。
このような現状に鑑み、国において早急に対策を講じるよう、下記のとおり緊急要望します。
記
１　　風しんの流行及び風しんの流行による先天性風しん症候群の発生を防止するため、国民への情報提供及び予防接種の重要性等について普及啓発に一層努めること。
２　　妊娠を予定している女性や妊婦の夫へのワクチン接種など必要な対策を早急に国の責任において実施すること。併せて定期予防接種の機会がなかった年齢層に対する啓発等の必要な措置を講じること。
なお、これらの措置を行うときには、地方自治体に新たな財政負担を求めることがないよう、また、地方自治体の財政力によって格差が生じないよう、国の責任でワクチン接種に係る費用の全額を公費助成とすること。
３　　先天性風しん症候群に対する支援を国において検討すること。
